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１．はじめに 

2006 年 2 月 17 日，午前 10 時 36 分頃，フィリピン国南レイテ州セントバーナード町ギンサ

ウゴン村で大規模な地すべりが発生した（図－1）。地すべりは標高 805m の Can-abag 山東

斜面の標高 720ｍ地点を冠頂とし，最大流下速度 120～130m/秒で，標高 20m 地点までの

約 4.1km を流れ下った（図－2）。推定総崩壊土量は 2,000 万 m3，地すべり総面積は

3.2km2，死者行方不明者は 1,000 人を越え，フィリピンの歴史上，もっとも壊滅的な地すべり

となった 1），2），3）。小論では現地調査の結果に基づき，この地すべりの地質学的・地形学的素

因や，地すべりの運動像などについて述べる。 

 
図－1 ギンサウゴン村地すべり周辺の地形図（CATANE et al.1）に加筆） 

図中矢印は地すべり土塊による河川の屈曲を示す。 

P-5. フィリピンレイテ島ギンサウゴン村で発生した 

P-1.                        巨大山体崩壊－岩屑なだれの運動像  



 
図－2 地すべり全景（a）および滑落崖のズームアップ（b） 

 
２．フィリピンの大地形と地質造構枠組み 

フィリピンは大小合わせて 7104 の島々からなり，それらは北のルソン島から南のミンダナオ

島にかけて北北西から南南東につながる島列と，パラワンやスールー諸島のように南西から北

東方向につながる島列をなしている。この二つの対照的な島列の方向は，それら島列形成の

地質過程の違いを反映したものである。すなわち，前者は東側の東ルソン・トラフ－フィリピン

海溝からのフィリピン海の沈み込み，および西側のマニラ海溝－ネグロス海溝からの南シナ海

の沈み込みによって形成された島弧－海溝系（フィリピン変動帯）をなしている。これに対し，

後者はパラワン微小大陸のフィリピン変動帯への衝突と，スールー海のスールー海溝への沈

み込みによって形成されたものである 4），5）。 
約 400 万年前に始まったフィリピン海のフィリピン海溝への北西方向の斜めに沈み込みによ

り，フィリピン変動帯東部には島弧に平行する左横ずれのフィリピン断層が形成された。同断

層の変移量は約 2cm/年とされている。レイテ島はフィリピン変動帯に位置し，そのほぼ中央部

を北西から南東にかけてフィリピン断層が走っている。 
 
３．地すべり発生地域の地形・地質 

今回の地すべりは，レイテ島を北西から南東に縦断する脊梁山脈の南端東斜面で発生し

た。この山脈の東側にはフィリピン断層による明瞭なリニアメントが存在する。ギンサウゴン村は，

ほぼこのリニアメント上に位置している。地すべり発生地域に隣接する山脈には，フィリピン断

層から派生する断層群が作るケルンバット－ケルンコルが認められる。また，同山脈の東麓に

はフィリピン断層による三角末端面や，過去の地すべり堆積物によると推定される微高地が形

成されている（図－3）。フィリピン断層に平行する Himbungao 川には，過去の地すべり土塊

の押し出しによる屈曲が見られる（図－1）。地すべり発生以前に作成された地形図には，鋸歯

状の等高線によって示される東に張り出した特徴的な微地形や，線状凹地の存在が認められ

る。 
地すべりが発生した山脈は，南～南西に傾斜する新第三紀中新世の火山岩や火山性砕

屑岩からなる。地すべり堆積物を構成する岩塊の大部分は凝灰質の砂岩や礫岩，および角

閃石斑晶に富むデイサイトが占める。 
 
４．地すべり堆積物 

地すべり堆積域の中流から下流には，山体崩壊による岩屑なだれ堆積物に特有の流れ山

や，直径 2m に達する巨大な角礫状岩塊からなり，基質の乏しい堆積物が分布している。流  



 

図－3 ギンサウゴン村地すべり近傍山麓斜面に発達する三角末端面（a）および過去の地す

べり堆積物からなる微高地（b） 

 
れ山は下流に向かって，その大きさを減ずる傾向が認められる。地すべり堆積域の末端の立

木には，地面から 2m あまりの位置に泥が付着しており（図－4），末端域では水や泥の含有率

が高い泥流状態にあったことがわかる。また，下流には下位に土石流堆積物，中位に岩塊，

上位に土石流～岩屑なだれ堆積物からなり，下流方向に緩傾斜，上流側に急傾斜する覆瓦

状構造をなす高さ 2～3m の小山が存在する（図－5）。中位の岩塊とその上位の堆積物は，

岩屑なだれが停止した際，その中に含まれていた重いブロックが惰性でより進行し，そこに後

続のより小さくて軽い岩塊や土砂が乗り上げて生じたものと考えられる。下位の堆積物は，山

体崩壊に先行し土石流化した過去の地すべり堆積物であろう。 
 

 
図－4 地すべり末端堆積域先端のカカワティ（フィリピンの桜）の枝間に付着した泥 

（a）全景，（b）高さ 2.1m の枝間に挟まっている礫，（c）枝間に付着した泥からは草が生える 



 

図－5 覆瓦状構造を示す岩屑なだれ堆積物とそのスケッチ 

 

５．ヤシの樹幹に残された流下痕跡 

ヤシの樹幹には，村井ほか 6）で報告されたのと同様の①樹幹への礫の突き刺さり，②樹幹

の引きちぎれによるささくれの傾き，③擦痕，④流下物（主としてヤシの葉）の巻き付き，などの

流下痕跡が残っている（図－6）。ヤシの樹幹に突き刺さった礫の直径は 1～2cm のものが多

いが，まれに 10cm を越えるものもある。礫が突き刺さった高さは現地盤高より最大で 3.8m に

達する。礫は西～北西方向から突き刺さったものが卓越する（図－7）。他の流下痕跡が示す

方向もこれに調和的である。 

 
図－6 ヤシ立木に残存する流下痕跡 

（a）礫樹幹への礫の突き刺さり，（b）樹幹の引きちぎれによるささくれの傾き，（c）礫移動にとも

なう擦痕，（d）流下物の巻き付き 



 

図－7 地すべり末端堆積域におけるヤシ立木樹幹への礫の突き刺さり現象 

 

６．地すべり発生の素因・誘因 

ギンサウゴン村地すべりの素因は岩相によるものと地質構造によるものに分けられる。また，

誘因は 2 月の平均降雨量の 2.6 倍に達する降雨や，地すべり発生とほぼ同時に起きた地震と

考えられている 1），2），3）。 

岩相による素因としては火山岩の変質とフィリピン断層，およびその派生断層による岩石の

破砕が考えられる。上野・地下 7）は，ギンサウゴン地すべり崩落崖の表面から採取した粘土に，

膨潤性粘土鉱物であるスメクタイトが含まれることを明らかにするとともに，スメクタイトが熱水変

質作用の産物である可能性を指摘している。地質構造による素因としては，フィリピン断層に

よる断層破砕帯の存在と，“受け盤構造”が挙げられる。 
 

７．地すべりの運動像 

ギンサウゴン村地すべりは，その総崩壊土量，発生要因，運動像，流れ山の存在などから，

大規模山体崩壊とそれにともなう岩屑なだれというべきものである。この大規模山体崩壊－岩

屑なだれの発生と運動像は以下のように考えられる。 
（1）過去の地すべり堆積物の流動 

多量の降雨による地下水位の上昇で，過去の地すべり堆積物の脚部と舌部の崩積土が滑

動して土石流が発生した。 
（2）大規模山体崩壊と岩屑なだれの発生 

断層によってブロック化した凝灰質砂岩－礫岩や角閃石デイサイトが，（1）によって支えを

失い断層面に沿って滑落し山体が崩壊した。これらブロックの衝突・破壊・粉砕によって岩屑

なだれが発生した。 
（3）土石流の泥流化 

もともと水に富んでいた（1）の土石流は，川や水田を通過する際，さらに水と泥を取り込み

泥流化した。 

 



８．おわりに 

ギンサウゴン村地すべり発生地付近には，過去の大規模山体崩壊による堆積物が作る微

高地（流れ山による小丘を含む）や，過去の地すべり土塊の押し出しによると考えられる河川

の屈曲がみられる。したがって，この地域では過去に大規模山体崩壊－岩屑なだれが繰り返

し発生したものと推定される。先に述べた岩相的素因や構造的素因が存在すれば，豪雨，あ

るいは地震のような誘因によって比較的容易に大規模山体崩壊が起こるであろう。 
今回のギンサウゴン村地すべりの冠頂部付近には，鋸歯状の等高線によって示される東に

張り出した特徴的な微地形が存在したことがわかる。これは，大規模山体崩壊の地形的特徴

である「孕みだし」の可能性がある。同様の地形はより南の地域にも認められる。また，そこには

明瞭な線状凹地が存在する。さらに，東山麓の過去の地すべり堆積物の上に開かれたココナ

ッツ畑のココナッツには根曲がり現象が認められる。線状凹地や根曲がりは，岩盤の緩慢な移

動であるクリープ現象の存在を示唆する。このように本地域には大規模山体崩壊の素因となる

地形的特徴が認められる。今後，航空写真や現地調査によって，このような地形を抽出し，大

規模山体崩壊が発生する場所を予測し，減災対策に生かすことが求められる。 
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